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博士論文の要旨

　インドネシア・スマトラ島南部ランポン州の丘陵地帯（標高1000メートル）と中位段丘地帯（標高500
メートル）の森林は移民による農地開発が行われてきた。その結果、激しい土壌劣化が生じている。本研究

はこれら地域の土壌肥沃性の評価を主に土壌生物の観点から行い、その修復法を検討した。

　①丘陵地帯
　標高1000メートルの丘陵地帯では土地利用形態が大きく変化してきた。1970年には1次林が約57％、

コーヒー一プランテーションが0％であったが、1990年には1次林が12％に減少し、コーヒープランテーシ

ョンが41％に増加した。これらの地域は傾斜が30度から40度と急峻であるためにコーヒープランテーシ
ョン開発のための森林伐採と乾期と雨期の繰り返しにより、表層土壌が流亡し、土壌化学性が著しく低下す

ることが判っている。

　本研究では南部ランポン州、スンバルジャヤ村周辺の1次林、2次林、雑草地、伐採直後、コーヒー植栽

後5年、15年の各種土地利用形態が異なる土壌中の土着アーバスキュラー菌根菌、ミミズ、土壌バイオマ

スを測定して、土壌肥沃性の評価を行い、修復法を検討した。
　土着アーバスキュラー菌根菌（AMF）は土壌養分を植物根に補完して、植物の成長を助け、病原菌の侵

入を防止する、共生菌類である。また、近年は森林生態系の維持にたいして重要な役割をすることが判って

いる。

　1次林・2次林・雑草地でAMFの種の多様性と菌数が維持されているが、伐採直後AMFの種の多様性
と菌数が大きく減少した。また、植栽後15年を経過したコーヒーでは特定の菌種だけが増加した。雑草植

生により、AMFの多様性は回復した。更に、このAMFはコーヒーの生育に寄生的に働いている可能性が
示唆された。この地域では2科9種の土着ミミズを同定した。この地域に生息するミミズは比較的小型で

あり、雨期と乾期ではその生息数が大きく異なった。雑草植生によりミミズバイオマスも高まった。
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　　　　　　　　　　ション土壌の修復を行うために、コーヒーの廻りにスポット状と線状に雑草を育成し
　コ　ヒ　プランテ　
土壌流亡を防止する試験地（傾斜60度）をスンバルジャヤ村周辺に設置した。その結果・スポッ状に雑草

を生育させたコーヒーの土壌ではミミズのバイオマスが増加した。また・それに伴い土壌の化学性も改善さ

れた。さらに、㎜の種類と菌数も増加した。その結果、コーヒーの生育も雑草植生により高まった。

竃慧煙ルの中位段丘地帯は196。年代から農地として開発されてき九196・年代後半の緑の革命

により、化学肥料や農i薬が多量に施用され、現地生物資材の投入が行われなくなった。更に・1990年代の

締危機はスマトラ島農民が化学肥料や農薬を購入できなくなり・農地の5・％以上におい三土壌化学性が
最低のレベルとなり、土壌劣化が進んでいる。そこで、本研究は南部ランポン州タマンボゴ村の州の試験場

内に土壌肥沃性の修復圃場を設置して、2001年から2004年まで調査を行なった。圃場設計は無肥料区・化
学肥料1。。％区、鶏難肥1・・％区、緑肥1・・％区、鶏難肥5・％＋化学肥料5・％区・緑肥5°％＋化学肥料

50％区、鶏糞堆肥25％＋化学肥料75％区、緑肥25％＋化学肥料75％区を設けて・年2回乾期と雨期にトウモ

ロコシと陸稲を栽培した。緑肥は日陰植物として生育しているガマルの葉をコンポスト化し利用した。

試駆の土麟素を4年間測定した結果、鶏糞堆肥75％、5・％施肥区においてアノレカリホスファターゼ
活性が高くなり、土壌リン含量や窒素含量と相関が見られた。鶏糞堆肥・緑肥施用区でミミズバイオマスや

ると、収量は鶏難肥施用区に劣るが、緑肥区（日陰植物のガマル・無料で入手可能）がマメ科植物で窒素

含量も高く、締的観点から堆肥として現膿民｝こ受け入れられると考え濃民に提案をそ了い・指導してい

る。

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ら

審査結果の要旨

食藁鐵講藷㌶議曇爆L鐘嶽舗製蕊鵠わ嶽鑛
終欝㌶㌫内容を分かりやすく説明したのち、本研究による土壌劣化修復の重要性を的確に説明した・

　研究業績は査読付英文誌に6報、筆頭著者として3報印刷されている。
　よって、本論文は博士（農学）の博士論文として十分であると認定した・

、


